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※外部機関によるCSRの評価は裏表紙に掲載

当金庫のキャッシュカード・ICキャッシュカードを当金庫のATMで利用（入出金）された場合

外部機関によるCSRの評価 ・同じ事業で複数回受賞しているものは最新の年度を表示(※印)しています。

● 全国信用金庫協会
 ・ちゅうしんNPOローンの創設：信用金庫社会貢献賞 特別賞(平成14年)
 ・なら未来創造基金の創設：地域再生しんきん運動優秀賞(平成17年)
● 奈良県地域温暖化防止活動推進センター
 ・ヒマラヤ桜の植樹：地域環境貢献賞・匠の知恵(平成21年)
● 近畿財務局
 ・ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度：地域密着型金融顕彰(平成21年）
● 地域再生大賞実行委員会
 ・ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度：優秀賞(平成24年）

● 奈良県
 ・なら・みらい創造プロジェクト：社会貢献活動に対する感謝状(※平成30年)
● 奈良県社会福祉協議会
 ・チャリティーコンサート：チャリティー募金に対する感謝状(※平成26年)
● 公益社団法人なら犯罪被害者支援センター
 ・チャリティーコンサート：チャリティー募金に対する感謝状(※平成30年)
● 日本金融通信社
　・長年にわたる障がい者支援活動：２０１６年度ニッキン賞(平成29年)

●特定非営利活動法人　
グリーンスポーツ奈良

●やまと郡山環境を
 良くする市民の会
●特定非営利活動法人
日本こども支援協会

●特定非営利活動法人　
環境市民ネットワーク
天理

●高畑自然教室

第7回「なら・みらい創造プロ
ジェクト助成金贈呈式」
（村井副知事）（高田理事長）

平成30年度助成団体

●「田原本ぎおん祭り」（毎年7月）
●県内各市町村、商工会等のイベントへの協賛・協力（通年）

●共同募金協力型の飲料自動販売機の設置
●チャリティーコンサートの開催
（平成3年より）
　6月の「信用金庫の日」に時期をあわせ、
地元のホールにプロの音楽家を招きコン
サートを開催。
　平成30年度は、チャリティー募金を“日
本赤十字社奈良県支部”と“なら犯罪被害
者支援センター”へ寄贈しました。

「チャリティー募金贈呈式」
左／日赤奈良県支部・榎原事務局長
中／当金庫・高田理事長
右／なら犯罪被害者支援センター・
　　森田専務理事

●創立70周年記念定期預金通
帳のデザインを岸本亜矢子さ
ん（県立明日香養護学校卒）
に依頼、同時に顧客向けの
サービス品も同デザインで作
成しました。（6月）
定期預金発売にちなみ、総額
70万円の障がい者アート支
援寄付も行いました。（8月）　

●「特別支援学校
     アート展2018」に協賛
　  （8月/奈良県文化会館・9月/奈良県立医大附属病院）
　県内の特別支援学校の生徒さんの美術作品を一堂に
集めたアート展に協賛しました。

●奈良県内の特別支援学校等との交流推進
・生徒さんがクリーンキャンペーンに参加（平成２４年～）　 　　
・生徒さんが「ならちゅうしん経営研究会」総会の受付を担当（平成２５年～）
・生徒さんのアート作品展を本店ロビーで開催 （平成２５年～）

創立70周年記念定期預金通帳

障がい者アート支援寄付贈呈式
　　　　奈良県立医大病院にて

●奈良県立医大「医療・就労・アートをつなぐフォーラム
2018」に特別協賛しました。（9月）

●「ちゅうしんカレッジ講座」（例年11月）

間　寛平氏（平成29年度講師）   角  淳一  氏（平成28年度講師） 
辰巳 琢郎 氏（平成27年度講師）   小倉 智昭 氏（平成26年度講師）

最近の講師

　今回で26回目を迎えた「ちゅうしんカレッジ講座」は、作家の竹田恒泰
氏をお招きし、大盛況となりました。(平成30年11月16日）

●全役職員が認知症サポーター養成講座を受講(平成23年度～ )

●「あいサポーター研修」を受講(平成25年度)

●平成30年度「不当要求防止責任者講習」の実施
　 (平成30年9月11日)
　反社会的勢力への取組強化の一環として警察関係機関と連携して
営業店長を対象とした「不当要求防止責任者講習」を実施しました。こ
れまでの受講者数は延べ377名となりました。

●「クリーンキャンペーン」
（平成１６年度～）
　全店から多くの役職員が休日に集まり、
地元の市・町への感謝の気持ちを込め
て支店所在地の周辺地域の清掃活動を
実施しています。

　吉野川の源流にある川上村が取り組んでおられる水源環境保全事
業に協力し、当金庫の役職員が大滝ダム周辺の白屋地区に山桜や紅葉
など十数種類の幼木を植樹。県内の水源保全･景観保全のための地域
貢献活動を展開しています。
※この植樹活動の原資は「なら・ちゅうしん基金」で賄われています。

●川上村での植樹活動（平成27年度～）

●「使用済み切手の収集」（通年）
●クールビズの実施（毎年5～10月）

●再生可能エネルギーの普及促進（平成２６年度～）
　再生可能エネルギーの普及を目指す(一社)地域未来エネルギー奈良
の活動に賛同し、太陽光発電施設への出資や人的参画も行っています。
　恋の窪未来発電所＠ならコープ　平成29年度年間発電量 57,374Kwh

ＮＰＯやボランティア団体のサポート チャリティー

カルチャー

地域行事・まちおこし行事

障がいのある人たちへの支援

その他

環境保護・リサイクル

●「なら・ソーシャルビジネス
　コンテスト」への参画（平成２３年度～）

●「なら・みらい創造プロジェクト」
（平成15年創設、24年リニューアル）
　奈良ＮＰＯセンターと協働で奈良を
元気に活性化するコミュニティファンド
“なら･未来創造基金”を平成15年に創
設し、23年度までの９年間に57団体に
対して、1,300万円の活動資金や研究
資金をサポートしてきました。平成24年
度からは奈良県の地域貢献サポート基
金のスキームを活用し、地元のＮＰＯや
ボランティア団体を応援する「なら･み
らい創造プロジェクト」として実施、毎
年５つの団体に各 ２々０万円をサポート
し、平成15年度からの通算で16年間に
92団体に2,000万円をサポートしてい
ます。
※「なら・みらい創造プロジェクト」の原資は「な
ら・ちゅうしん基金」で賄われています。

●「NPOローン」（平成12年創設）
　全国の信用金庫として初のNPO
法人向けの融資制度です。

●「なら・ちゅうしん基金」（平成13年設立）
　役職員個人と信用金庫本体からのマッ
チングギフト方式で拠出金を積み立て、
各方面の社会貢献に役立てています。

地域社会の活性化に貢献できますよう、
積極的にさまざまな活動に取り組んでいます

平 成 3 0 年 度 上 期 の 主 な で き ご と（平成30年4月～9月）
4.2 「ちゅうしん70周年記念つみたて」を発売しました。

4.17 お取引企業を対象に新入社員セミナーを実施しました。参加人数：30名

6.1 夏の定期キャンペーンとして「夏トク定期預金70th」を発売しました。岸本亜矢子さん（明日香
養護学校卒）デザインの通帳を作成しました。

6.4 田原本町の道の駅「レスティ唐古・鍵」に町の公式キャラクター「タワラモトン」の石像を寄贈しま
した。(写真❶)

6.9 第26回ちゅうしんチャリティーコンサートを開催し、その募金を6月13日に“日本赤十字社奈良
県支部”と“なら犯罪被害者支援センター”へ寄贈しました。出演：サーカス

6.18 第69期通常総代会を開催しました。

6.22 ちゅうしんビジネスクラブCBC企業視察（関ヶ原石材（株））を実施しました。
参加人数：64名

7.12 第7回「なら・みらい創造プロジェクト」の助成5団体が決定し、助成金の贈呈式がありました。

7.18 ならちゅうしん経営研究会総会を開催しました。また、総会受付の仕事を養護学校の生徒さん3
名に手伝っていただきました。

7.21 NPO法人奈良不動産専門家協会との共催による「不動産無料相談会」を開催しました。

7.21～22 田原本ぎおん祭で「ちゅうしんの夕べ」と「ちびっこ広場」を開催しました。

7.24 次世代の経営者を対象に「第五期ちゅうしんビジネススクール」を開講しました。

7.27 CBC会員様向けに「事業引継ぎ」「改正事業承継税制」セミナーを開催しました。参加人数：29名

8.1 創立70周年記念定期預金発売にちなむ70万円の障がい者アート支援寄付の贈呈式を奈良県
立医大病院で行いました。

8.4～15 キラリと輝く「特別支援学校アート展2018」に特別協賛しました。

8.20～30 創立70周年記念感謝週間を設け、店頭で今治ポケットタオルをプレゼントしました。

8.23 創立70周年を迎えました。

9.1 奈良県立医大「医療・就労・アートをつなぐフォーラム2018」に特別協賛しました。

9.1 第11回ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度“グッドサポート”の募集を開始しました。

9.10～14 年金受給者を主な対象に「ワクワクバスツアー（岡山方面・鷲羽山吹上温泉）」を実施しました。
(写真❷)

9.11 反社会的勢力への取組強化の一環として、職員27名が「不当要求防止責任者講習」を受講しま
した。

9.15 創立70周年記念文化事業　劇団わらび座ミュージカル「KINJIRO！」を開催しました。
(写真❸)

9.28 知財ビジネスマッチング事業の会議を実施しました。
（参加企業：2社　参加者 近畿経済産業局他：8名）

❷ 9月10日～14日
　 ワクワクバスツアー
　 （岡山方面・鷲羽山吹上温泉）

❶ 6月4日
　 田原本町の道の駅「レスティ唐古・鍵」
　 公式キャラクター「タワラモトン」の
　 石像を寄贈

❸ ９月１5日
　 創立70周年記念文化事業
　 劇団わらび座ミュージカル
　 「KINJIRO！」



地元が活性化することが、ちゅうしんの願いです。
《中小企業の経営の改善及び地域の活性化のための取組みの状況について》

地 域 社 会 の 再 生 ・ 活 性 化 を め ざ し て

多様な顧客サポート力を“深化×進化”させ、
地域内における存在感・信頼感の向上を目指します。

半 期 情 報 の 開 示 に つ いて

　当金庫は昭和23年の創業以来｢常に地元の皆さまと共に､地元の発展に貢献する｡｣という理念の下､協同組織の金融機関として､
主に預金と融資を通じて社会的役割を果たしてまいりました｡また､金融サービスの提供以外にも､地域社会の一員としてＣＳＲ（企業の
社会的責任）活動にも積極的に取り組んでおります。こうした永年にわたる実績の積み重ねで得た､地元の皆さまからの信用・信頼は、
目には見えない形ではありますが､当金庫にとって何物にも代え難い大きな財産となっております｡
　平成30年度から第10次3か年計画『ちゅうしんサポート力深化×進化2018』をスタートさせました。また、おかげさまで8月に創立70周年
を迎えましたが、これからも地元を知り尽くした地域のベストパートナーとして、何かあれば、まず「ちゅうしん」とお客様から言っていただけます
よう、地域から選ばれる信用金庫を目指して、役職員一同真摯に取り組んでまいりますので、今後も、変わらぬお引き立てを賜りますようよろ
しくお願い申し上げます。

当金庫の平成30年度上期（平成 30年4月1日～9月30日）の業況等についてお知らせいたします
「経営の透明性」の確保を目的に、今後も積極的な情報開示に努めてまいります

年金振込口座の獲得増強などにより、普通
預金が115億円増加するなど、個人預金を中心に好調に推移
しました。お客様が当金庫の健全性を高く評価していただいた
ことによる「信頼の証」でもあると思っております。

　超低金利が続く厳しい経営環境ではありましたが、
業務純益、経常利益、当期純利益とも、今期の計画を上
回り順調に推移しています。

自己資本比率は､金融機関の健全性を判断す
る重要な指標で､当金庫の17.74%という数字
は､ちゅうしんの財務体質が､健全であることの
証明です｡
　なお､自己資本額（※）は354億88百万円とな
っております｡

当金庫ではかねてより資産の良質化に取り組んで
おります。平成30年9月期の不良債権額は､前期比2
億50百万円増加し、71億73百万円（金融再生法ベー
ス開示債権額）となりました。その結果、不良債権比率
は、0.12%上昇し、4.16%となりました。
なお､償却とともに適正な引当を実施しており、厚

い内部留保とあわせて当金庫の不良債権に対する備
えは万全であり、当金庫の経営に及ぼす影響は全く
ありません｡

お客様からお預かりした大切な資金（預金積金）は、地元へのご融資のほか、安全性を重視し、慎重かつ効率的な有価証券による運用を行っています。

　起業・新規事業展開を目指す奈良県内中小企業の応援団として、地域経済の活性化に向けての取組みを一層強化
することを目的に『ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度（愛称：グッドサポート）』を平成20年6月に創設、今年で
11回目を迎えることができました。毎年県内全域のたくさんの企業、団体からエントリーを頂いております。
　また、この助成金制度創設、運営、審査に関して奈良県をはじめ外部関係諸団体との連携を強化し、各団体からの
協賛、協力を得ております。

預  金 中小企業や個人等のお客様のニーズに応じ
円滑な資金供給に注力した結果、貸出金は堅調に推移しました。

（単位：百万円）

（単位：百万円）

■ 預金残高の推移

平成30年
9月末

平成30年
3月末

平成29年
9月末
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ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度

預金は、年間増加額が78億円、
貸出金は、20億円とともに堅調に増加しました。預金・貸出金の状況 着実に利益を積み上げ､自己資本額は354億円､

自己資本比率は17.74％と､引き続き健全な水準となりました。自己資本（比率）の状況

厳しい経営環境の中、4億28百万円の
当期純利益を確保できました。収益の状況

有価証券の時価情報 安全性を重視した効率的な運用が基本スタンスです。

（単位：百万円）
区分 平成29年9月期 増減率
業務純益
経常利益
当期純利益

497
760
576

31.93%
▲15.41%
▲25.55%

増減額
158
▲117
▲147

平成30年9月期
655
643
428

■ 上期収益状況

（単位：百万円）

（単位：百万円）

(注) 1.｢評価差額｣は､帳簿価額(償却原価法適用後､減損処理後)と時価との差額を計上しております｡
2.上記の「その他」は、外国証券､投資信託､その他の証券及び買入金銭債権です。

区 分
区 　 　 　 　 分

平成30年3月末

－
181
325
506

平成30年9月末
帳 簿 価 額 帳 簿 価 額

－
181
301
482

その他有価証券
株 式
債 券
その他

時 価

197,599
3,118

106,450
88,030

194,200
2,877

103,901
87,421

3,398
241
2,548
609

4,649
327
2,555
1,767

1,251
86
6

1,157

200,376
3,048

100,207
97,120

197,142
2,714
98,182
96,245

3,234
334
2,025
875

4,499
381
2,038
2,078

1,264
47
13

1,203

帳簿
価額

評価差額
平成30年3月末

うち益 うち損
時 価 帳簿

価額
評価差額

平成30年9月末

うち益 うち損

■ その他有価証券で時価のあるもの ■ 時価を把握することが
極めて困難と認められる有価証券

■ 売買目的有価証券､満期保有目的の債券で時価のあるもの､子会社･子法人等株式及び関連法人等株式で時価のあるもの…該当ありません。

■ 貸出金残高の推移

■ 業種別貸出金内訳

0

1.00

2.00

3.00

4.00 4.04%

平成30年
9月末

平成30年
3月末

4.16%

■ 不良債権比率の推移

150,000

125,000

0

175,000

平成30年
9月末

平成30年
3月末

平成29年
9月末

預金残高
区分

477,106
平成29年９月末

476,624
平成30年3月末

484,961
平成30年９月末

7,855
年間増減額

1.64%
年間増減率

（単位：百万円）

（単位：百万円）

貸出金残高
区分

169,038
平成29年９月末

169,958
平成30年3月末

171,095
平成30年９月末

2,056
年間増減額

1.21%
年間増減率

不良債権に対する備えは万全です。不良債権の状況

回　　数 応募先数 助成先数 助成総額
第1回（平成20年度）
第2回（平成21年度）
第3回（平成22年度）
第4回（平成23年度）

グッドサポート大賞テーマ
部分非伸縮ニット技術による新規衣料の事業化
国内初の耳鼻科用検体採取機器の商品化
高性能・レアメタルフリー積層型圧電アクチュエータの開発
革新的高速混練造粒機の電池業界への製造・販売
新しい紙おむつ廃棄用テープの開発第5回（平成24年度）
発泡ウレタンを含浸したフラップホイールの開発事業第6回（平成25年度）

83先 11先 900万円
77先 7先 500万円
79先 9先 700万円
92先 9先 710万円
105先 9先 710万円
97先 10先 810万円

医療機器（構成小物）の新規加工技術構築第7回（平成26年度） 118先 10先 780万円

計

ファクトリー化による贈答品市場の需要獲得第８回（平成2７年度） ９3先 10先 ８１0万円
業界初がん新治療法のための発熱インプラントの試作開発第9回（平成28年度） 117先 10先 ８１0万円
高度医療機器・分析器材用に必要な超精密部品製造システムの構築第10回（平成29年度） 111先 12先 1,010万円

972先 97先 7,740万円

特別協賛 協　　賛 審査委員会
●国立大学法人奈良女子大学 ●国立奈良工業高等専門学校
●公立大学法人奈良県立大学 ●（公財）奈良県地域産業振興センター
●奈良県中小企業診断士会 ●奈良県商工会議所連合会
●奈良県商工会連合会 ●奈良県中小企業団体中央会
●奈良経済産業協会

●奈良県 ●国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学
●国立大学法人奈良女子大学 ●奈良新聞社
●国立奈良工業高等専門学校              ●公立大学法人奈良県立大学
●（公財）奈良県地域産業振興センター　●奈良県中小企業診断士会
●奈良県産業振興総合センター ●奈良中央信用金庫

子会社･子法人等株式
非上場株式

非上場その他の証券
合　　　　計

貸 出 金

169,038 169,958

484,961477,106

171,095

■ 自己資本の構成 （単位：百万円）

417 409

34,859

35,276 35,696

62 15

161 40 155 38

53

35,287
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項 　 目
平成30年3月末

経過措置による
不算入額

経過措置による
不算入額

コア資本に係る基礎項目

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額

35,052 35,488自己資本の額（（イ）-（ロ））（ハ）

コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額

コア資本に係る基礎項目の額（イ）

コア資本に係る調整項目

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るもの
を除く。）の額の合計額

前払年金費用の額

224 208コア資本に係る調整項目の額（ロ）

自己資本

平成30年度9月末

7,729

186,458 192,211

194,187

7,729

199,940

リスク・アセット等

信用リスク・アセットの額の合計額

オペレーショナル・リスク相当額の合計額を8％で除して得た額

リスク・アセット等の額の合計額（ニ）

自己資本比率（（ハ）/（ニ）） 18.05％ 17.74％

■ 自己資本比率の推移

20.00

25.00

15.00

5.00

0

10.00

平成30年
9月末

平成30年
3月末

国内基準

4％

18.05% 17.74%

し 　 ん 　 か

し 　 ん 　 か

ならちゅうしん経営研究会
（ 昭和63年発足  会員企業数37社 ）

　ならちゅうしん経営研究会では様々な経営課題について月例会で
検討、研修や視察等を実施しています。例会回数も通算300回を超
えるなど、同研究会の歴史を物語っています。

企業経営に役立つセミナー、
視察等も実施しています。

ちゅうしんビジネスクラブ
（ 平成3年発足  会員企業数324社 ）

　お取引企業からの各種相談やニーズに対し専門の知識を有した職
員が親身に対応すると共に経営、金融、税務、ＩＴ、事業承継等に関する
タイムリーな情報提供も行っています。また、経営者の皆さま向けの
セミナーや講演会、経営者の奥様向けの視察研修も好評です。

お取引企業のニーズへの対応、
問題解決にお客様と一緒になり
取り組んでいます。

ちゅうしんサポートステーション
（ 平成17年設立 ）

　当金庫では、ビジネスフェアや商談会の開催によるマッチングのみ
ならず、イントラネット掲示板システムを活用して、営業担当者が聴取
した「販路を広げたい」「仕入先を探したい」「専門家に相談したい」…
といったお客様のニーズを繋げることで、経営課題のスピーディな解
決に努めています。

お客様から選ばれる金融機関として、
様々な顧客ニーズに的確に
対応することを目的に
平成１７年に設立しました。

お取引企業へのサポート活動

※会員相互のビジネスパートナー探し、販路の拡大等を目的として、
ちゅうしんビジネスクラブ専用のホームページを開設しています。 http://www.shinkin.co.jp/businessclub/index.html

476,624

平成30年9月末
貸出金残高
1,710億円

建設業
142億円（8.3％）
各種サービス業
156億円（9.1％）

卸売業、小売業
124億円（7.3％）

運輸業、郵便業
44億円（2.6％）

金融業、保険業
13億円（0.8％）

個人
400億円（23.４％）

農業、林業他
3億円（0.1％）

不動産業
360億円（21.0％）

地方公共団体
283億円（16.5％）

製造業
180億円（10.5％）

当金庫のお取引企業で構成された異業種交流、研鑚組織である
｢ならちゅうしん経営研究会｣および｢ちゅうしんビジネスクラブ
（略称CBC）｣を中心に経営サポートを行っています。

※主に､創業以来69年間に亘って､毎年計上した利益等を
コツコツと積み上げたものです。

このレポート作成に際しましては、原則として本決算と同様の方法で計数の集計を行っております。但し、
平成30年度上期末の償却・引当額は「金融再生法ベースの債権区分による開示」における簡便方法に
よる自己査定結果を反映させ、当金庫の基準により計上しております。

注記

■ 金融再生法ベースの債権区分による開示 （単位：百万円）

5,985 5,766

326 282

6,923 7,173

610 1,124

6,149 6,033

1,528 1,545

4,621 4,488

88.83％ 84.11％

66.39％ 57.55％

項 　 目 平成30年3月期

金融再生法ﾍﾞｰｽの債権区分の不良債権（A）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

保全額（B）

貸倒引当金（C）

担保・保証等（D）

保全率（B）／（A）（％）

担保・保証等控除後債権に対する引当率（C）／（（A）―（D））（％）

平成30年9月期

（注）貸倒引当金は個別貸倒引当金及び要管理債権に対して計上している一般貸倒引当金の合計額です。



地元が活性化することが、ちゅうしんの願いです。
《中小企業の経営の改善及び地域の活性化のための取組みの状況について》

地 域 社 会 の 再 生 ・ 活 性 化 を め ざ し て

多様な顧客サポート力を“深化×進化”させ、
地域内における存在感・信頼感の向上を目指します。

半 期 情 報 の 開 示 に つ いて

　当金庫は昭和23年の創業以来｢常に地元の皆さまと共に､地元の発展に貢献する｡｣という理念の下､協同組織の金融機関として､
主に預金と融資を通じて社会的役割を果たしてまいりました｡また､金融サービスの提供以外にも､地域社会の一員としてＣＳＲ（企業の
社会的責任）活動にも積極的に取り組んでおります。こうした永年にわたる実績の積み重ねで得た､地元の皆さまからの信用・信頼は、
目には見えない形ではありますが､当金庫にとって何物にも代え難い大きな財産となっております｡
　平成30年度から第10次3か年計画『ちゅうしんサポート力深化×進化2018』をスタートさせました。また、おかげさまで8月に創立70周年
を迎えましたが、これからも地元を知り尽くした地域のベストパートナーとして、何かあれば、まず「ちゅうしん」とお客様から言っていただけます
よう、地域から選ばれる信用金庫を目指して、役職員一同真摯に取り組んでまいりますので、今後も、変わらぬお引き立てを賜りますようよろ
しくお願い申し上げます。

当金庫の平成30年度上期（平成 30年4月1日～9月30日）の業況等についてお知らせいたします
「経営の透明性」の確保を目的に、今後も積極的な情報開示に努めてまいります

　年金振込口座の獲得増強などにより、普通
預金が115億円増加するなど、個人預金を中心に好調に推移
しました。お客様が当金庫の健全性を高く評価していただいた
ことによる「信頼の証」でもあると思っております。

　超低金利が続く厳しい経営環境ではありましたが、
業務純益、経常利益、当期純利益とも、今期の計画を上
回り順調に推移しています。

　自己資本比率は､金融機関の健全性を判断す
る重要な指標で､当金庫の17.74%という数字
は､ちゅうしんの財務体質が､健全であることの
証明です｡
　なお､自己資本額（※）は354億88百万円とな
っております｡

　当金庫ではかねてより資産の良質化に取り組んで
おります。平成30年9月期の不良債権額は､前期比2
億50百万円増加し、71億73百万円（金融再生法ベー
ス開示債権額）となりました。その結果、不良債権比率
は、0.12%上昇し、4.16%となりました。
　なお､償却とともに適正な引当を実施しており、厚
い内部留保とあわせて当金庫の不良債権に対する備
えは万全であり、当金庫の経営に及ぼす影響は全く
ありません｡

お客様からお預かりした大切な資金（預金積金）は、地元へのご融資のほか、安全性を重視し、慎重かつ効率的な有価証券による運用を行っています。

　起業・新規事業展開を目指す奈良県内中小企業の応援団として、地域経済の活性化に向けての取組みを一層強化
することを目的に『ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度（愛称：グッドサポート）』を平成20年6月に創設、今年で
11回目を迎えることができました。毎年県内全域のたくさんの企業、団体からエントリーを頂いております。
　また、この助成金制度創設、運営、審査に関して奈良県をはじめ外部関係諸団体との連携を強化し、各団体からの
協賛、協力を得ております。

預  金 　中小企業や個人等のお客様のニーズに応じ
円滑な資金供給に注力した結果、貸出金は堅調に推移しました。

（単位：百万円）

（単位：百万円）

■ 預金残高の推移

平成30年
9月末

平成30年
3月末

平成29年
9月末

450,000

500,000

400,000

350,000

0

ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度

預金は、年間増加額が78億円、
貸出金は、20億円とともに堅調に増加しました。預金・貸出金の状況 着実に利益を積み上げ､自己資本額は354億円､

自己資本比率は17.74％と､引き続き健全な水準となりました。自己資本（比率）の状況

厳しい経営環境の中、4億28百万円の
当期純利益を確保できました。収益の状況

有価証券の時価情報 安全性を重視した効率的な運用が基本スタンスです。

（単位：百万円）
区分 平成29年9月期 増減率
業務純益
経常利益
当期純利益

497
760
576

31.93%
▲15.41%
▲25.55%

増減額
158
▲117
▲147

平成30年9月期
655
643
428

■ 上期収益状況

（単位：百万円）

（単位：百万円）

(注) 1.｢評価差額｣は､帳簿価額(償却原価法適用後､減損処理後)と時価との差額を計上しております｡
 2.上記の「その他」は、外国証券､投資信託､その他の証券及び買入金銭債権です。

区 分
区 　 　 　 　 分

平成30年3月末

－
181
325
506

平成30年9月末
帳 簿 価 額 帳 簿 価 額

－
181
301
482

その他有価証券
株 式
債 券
その他

時 価

197,599
3,118

106,450
88,030

194,200
2,877

103,901
87,421

3,398
241
2,548
609

4,649
327
2,555
1,767

1,251
86
6

1,157

200,376
3,048

100,207
97,120

197,142
2,714
98,182
96,245

3,234
334
2,025
875

4,499
381
2,038
2,078

1,264
47
13

1,203

帳簿
価額

評価差額
平成30年3月末

うち益 うち損
時 価 帳簿

価額
評価差額

平成30年9月末

うち益 うち損

■ その他有価証券で時価のあるもの ■ 時価を把握することが
　 極めて困難と認められる有価証券

■ 売買目的有価証券､満期保有目的の債券で時価のあるもの､子会社･子法人等株式及び関連法人等株式で時価のあるもの…該当ありません。

■ 貸出金残高の推移

■ 業種別貸出金内訳

0

1.00

2.00

3.00

4.00 4.04%

平成30年
9月末

平成30年
3月末

4.16%

■ 不良債権比率の推移

150,000

125,000

0

175,000

平成30年
9月末

平成30年
3月末

平成29年
9月末

預金残高
区分

477,106
平成29年９月末

476,624
平成30年3月末

484,961
平成30年９月末

7,855
年間増減額

1.64%
年間増減率

（単位：百万円）

（単位：百万円）

貸出金残高
区分

169,038
平成29年９月末

169,958
平成30年3月末

171,095
平成30年９月末

2,056
年間増減額

1.21%
年間増減率

不良債権に対する備えは万全です。不良債権の状況

回　　数 応募先数 助成先数 助成総額
第1回（平成20年度）
第2回（平成21年度）
第3回（平成22年度）
第4回（平成23年度）

グッドサポート大賞テーマ
部分非伸縮ニット技術による新規衣料の事業化
国内初の耳鼻科用検体採取機器の商品化
高性能・レアメタルフリー積層型圧電アクチュエータの開発
革新的高速混練造粒機の電池業界への製造・販売
新しい紙おむつ廃棄用テープの開発第5回（平成24年度）
発泡ウレタンを含浸したフラップホイールの開発事業第6回（平成25年度）

83先 11先 900万円
77先 7先 500万円
79先 9先 700万円
92先 9先 710万円
105先 9先 710万円
97先 10先 810万円

医療機器（構成小物）の新規加工技術構築第7回（平成26年度） 118先 10先 780万円

計

ファクトリー化による贈答品市場の需要獲得第８回（平成2７年度） ９3先 10先 ８１0万円
業界初がん新治療法のための発熱インプラントの試作開発第9回（平成28年度） 117先 10先 ８１0万円
高度医療機器・分析器材用に必要な超精密部品製造システムの構築第10回（平成29年度） 111先 12先 1,010万円

972先 97先 7,740万円

特別協賛 協　　賛 審査委員会
●国立大学法人奈良女子大学 ●国立奈良工業高等専門学校
●公立大学法人奈良県立大学 ●（公財）奈良県地域産業振興センター
●奈良県中小企業診断士会 ●奈良県商工会議所連合会
●奈良県商工会連合会 ●奈良県中小企業団体中央会
●奈良経済産業協会

●奈良県 ●国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学　
●国立大学法人奈良女子大学             ●奈良新聞社　　　　　
●国立奈良工業高等専門学校              ●公立大学法人奈良県立大学 
●（公財）奈良県地域産業振興センター　●奈良県中小企業診断士会
●奈良県産業振興総合センター　　　　●奈良中央信用金庫  

子会社･子法人等株式
非上場株式

非上場その他の証券
合　　　　計

貸 出 金

169,038 169,958

484,961477,106

171,095

■ 自己資本の構成 （単位：百万円）

417 409
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35,276 35,696

62 15
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53

35,287
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項 　 目
平成30年3月末

経過措置による
不算入額

経過措置による
不算入額

コア資本に係る基礎項目

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額

35,052 35,488自己資本の額（（イ）-（ロ））（ハ）

コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額

コア資本に係る基礎項目の額（イ）

コア資本に係る調整項目

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るもの
を除く。）の額の合計額

前払年金費用の額

224 208コア資本に係る調整項目の額（ロ） 

自己資本

平成30年度9月末

7,729

186,458 192,211

194,187

7,729

199,940

リスク・アセット等

信用リスク・アセットの額の合計額

オペレーショナル・リスク相当額の合計額を8％で除して得た額

リスク・アセット等の額の合計額（ニ） 

自己資本比率（（ハ）/（ニ）） 18.05％ 17.74％

■ 自己資本比率の推移
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ならちゅうしん経営研究会
（ 昭和63年発足  会員企業数37社 ）

　ならちゅうしん経営研究会では様々な経営課題について月例会で
検討、研修や視察等を実施しています。例会回数も通算300回を超
えるなど、同研究会の歴史を物語っています。

企業経営に役立つセミナー、
視察等も実施しています。

ちゅうしんビジネスクラブ
（ 平成3年発足  会員企業数324社 ）

　お取引企業からの各種相談やニーズに対し専門の知識を有した職
員が親身に対応すると共に経営、金融、税務、ＩＴ、事業承継等に関する
タイムリーな情報提供も行っています。また、経営者の皆さま向けの
セミナーや講演会、経営者の奥様向けの視察研修も好評です。

お取引企業のニーズへの対応、
問題解決にお客様と一緒になり
取り組んでいます。

ちゅうしんサポートステーション
（ 平成17年設立 ）

　当金庫では、ビジネスフェアや商談会の開催によるマッチングのみ
ならず、イントラネット掲示板システムを活用して、営業担当者が聴取
した「販路を広げたい」「仕入先を探したい」「専門家に相談したい」…
といったお客様のニーズを繋げることで、経営課題のスピーディな解
決に努めています。

お客様から選ばれる金融機関として、
様々な顧客ニーズに的確に
対応することを目的に
平成１７年に設立しました。

お取引企業へのサポート活動

※会員相互のビジネスパートナー探し、販路の拡大等を目的として、
　ちゅうしんビジネスクラブ専用のホームページを開設しています。 http://www.shinkin.co.jp/businessclub/index.html

476,624

平成30年9月末
貸出金残高
1,710億円

建設業
142億円（8.3％）
各種サービス業
156億円（9.1％）

卸売業、小売業
124億円（7.3％）

運輸業、郵便業
44億円（2.6％）

金融業、保険業
13億円（0.8％）

個人
400億円（23.４％）

農業、林業他
3億円（0.1％）

不動産業
360億円（21.0％）

地方公共団体
283億円（16.5％）

製造業
180億円（10.5％）

当金庫のお取引企業で構成された異業種交流、研鑚組織である
｢ならちゅうしん経営研究会｣および｢ちゅうしんビジネスクラブ
（略称CBC）｣を中心に経営サポートを行っています。

※主に､創業以来69年間に亘って､毎年計上した利益等を
　コツコツと積み上げたものです。

このレポート作成に際しましては、原則として本決算と同様の方法で計数の集計を行っております。但し、
平成30年度上期末の償却・引当額は「金融再生法ベースの債権区分による開示」における簡便方法に
よる自己査定結果を反映させ、当金庫の基準により計上しております。

注記

■ 金融再生法ベースの債権区分による開示 （単位：百万円）

5,985 5,766

326 282

6,923 7,173

610 1,124

6,149 6,033

1,528 1,545

4,621 4,488

88.83％ 84.11％

66.39％ 57.55％

項 　 目 平成30年3月期

金融再生法ﾍﾞｰｽの債権区分の不良債権（A）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

保全額（B）

貸倒引当金（C）

担保・保証等（D）

保全率（B）／（A）　（％）

担保・保証等控除後債権に対する引当率（C）／（（A）―（D））（％）

平成30年9月期

（注）貸倒引当金は個別貸倒引当金及び要管理債権に対して計上している一般貸倒引当金の合計額です。



地元が活性化することが、ちゅうしんの願いです。
《中小企業の経営の改善及び地域の活性化のための取組みの状況について》

地 域 社 会 の 再 生 ・ 活 性 化 を め ざ し て

多様な顧客サポート力を“深化×進化”させ、
地域内における存在感・信頼感の向上を目指します。

半 期 情 報 の 開 示 に つ いて

　当金庫は昭和23年の創業以来｢常に地元の皆さまと共に､地元の発展に貢献する｡｣という理念の下､協同組織の金融機関として､
主に預金と融資を通じて社会的役割を果たしてまいりました｡また､金融サービスの提供以外にも､地域社会の一員としてＣＳＲ（企業の
社会的責任）活動にも積極的に取り組んでおります。こうした永年にわたる実績の積み重ねで得た､地元の皆さまからの信用・信頼は、
目には見えない形ではありますが､当金庫にとって何物にも代え難い大きな財産となっております｡
　平成30年度から第10次3か年計画『ちゅうしんサポート力深化×進化2018』をスタートさせました。また、おかげさまで8月に創立70周年
を迎えましたが、これからも地元を知り尽くした地域のベストパートナーとして、何かあれば、まず「ちゅうしん」とお客様から言っていただけます
よう、地域から選ばれる信用金庫を目指して、役職員一同真摯に取り組んでまいりますので、今後も、変わらぬお引き立てを賜りますようよろ
しくお願い申し上げます。

当金庫の平成30年度上期（平成 30年4月1日～9月30日）の業況等についてお知らせいたします
「経営の透明性」の確保を目的に、今後も積極的な情報開示に努めてまいります

　年金振込口座の獲得増強などにより、普通
預金が115億円増加するなど、個人預金を中心に好調に推移
しました。お客様が当金庫の健全性を高く評価していただいた
ことによる「信頼の証」でもあると思っております。

　超低金利が続く厳しい経営環境ではありましたが、
業務純益、経常利益、当期純利益とも、今期の計画を上
回り順調に推移しています。

　自己資本比率は､金融機関の健全性を判断す
る重要な指標で､当金庫の17.74%という数字
は､ちゅうしんの財務体質が､健全であることの
証明です｡
　なお､自己資本額（※）は354億88百万円とな
っております｡

　当金庫ではかねてより資産の良質化に取り組んで
おります。平成30年9月期の不良債権額は､前期比2
億50百万円増加し、71億73百万円（金融再生法ベー
ス開示債権額）となりました。その結果、不良債権比率
は、0.12%上昇し、4.16%となりました。
　なお､償却とともに適正な引当を実施しており、厚
い内部留保とあわせて当金庫の不良債権に対する備
えは万全であり、当金庫の経営に及ぼす影響は全く
ありません｡

お客様からお預かりした大切な資金（預金積金）は、地元へのご融資のほか、安全性を重視し、慎重かつ効率的な有価証券による運用を行っています。

　起業・新規事業展開を目指す奈良県内中小企業の応援団として、地域経済の活性化に向けての取組みを一層強化
することを目的に『ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度（愛称：グッドサポート）』を平成20年6月に創設、今年で
11回目を迎えることができました。毎年県内全域のたくさんの企業、団体からエントリーを頂いております。
　また、この助成金制度創設、運営、審査に関して奈良県をはじめ外部関係諸団体との連携を強化し、各団体からの
協賛、協力を得ております。

預  金 　中小企業や個人等のお客様のニーズに応じ
円滑な資金供給に注力した結果、貸出金は堅調に推移しました。

（単位：百万円）

（単位：百万円）

■ 預金残高の推移
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9月末
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ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度

預金は、年間増加額が78億円、
貸出金は、20億円とともに堅調に増加しました。預金・貸出金の状況 着実に利益を積み上げ､自己資本額は354億円､

自己資本比率は17.74％と､引き続き健全な水準となりました。自己資本（比率）の状況

厳しい経営環境の中、4億28百万円の
当期純利益を確保できました。収益の状況

有価証券の時価情報 安全性を重視した効率的な運用が基本スタンスです。

（単位：百万円）
区分 平成29年9月期 増減率
業務純益
経常利益
当期純利益

497
760
576

31.93%
▲15.41%
▲25.55%

増減額
158
▲117
▲147

平成30年9月期
655
643
428

■ 上期収益状況

（単位：百万円）

（単位：百万円）

(注) 1.｢評価差額｣は､帳簿価額(償却原価法適用後､減損処理後)と時価との差額を計上しております｡
 2.上記の「その他」は、外国証券､投資信託､その他の証券及び買入金銭債権です。

区 分
区 　 　 　 　 分

平成30年3月末

－
181
325
506

平成30年9月末
帳 簿 価 額 帳 簿 価 額

－
181
301
482

その他有価証券
株 式
債 券
その他

時 価

197,599
3,118

106,450
88,030

194,200
2,877

103,901
87,421

3,398
241
2,548
609

4,649
327
2,555
1,767

1,251
86
6

1,157

200,376
3,048

100,207
97,120

197,142
2,714
98,182
96,245

3,234
334
2,025
875

4,499
381
2,038
2,078

1,264
47
13

1,203

帳簿
価額

評価差額
平成30年3月末

うち益 うち損
時 価 帳簿

価額
評価差額

平成30年9月末

うち益 うち損

■ その他有価証券で時価のあるもの ■ 時価を把握することが
　 極めて困難と認められる有価証券

■ 売買目的有価証券､満期保有目的の債券で時価のあるもの､子会社･子法人等株式及び関連法人等株式で時価のあるもの…該当ありません。

■ 貸出金残高の推移

■ 業種別貸出金内訳

0

1.00

2.00

3.00

4.00 4.04%

平成30年
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4.16%

■ 不良債権比率の推移
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預金残高
区分

477,106
平成29年９月末

476,624
平成30年3月末

484,961
平成30年９月末

7,855
年間増減額

1.64%
年間増減率

（単位：百万円）

（単位：百万円）

貸出金残高
区分

169,038
平成29年９月末

169,958
平成30年3月末

171,095
平成30年９月末

2,056
年間増減額

1.21%
年間増減率

不良債権に対する備えは万全です。不良債権の状況

回　　数 応募先数 助成先数 助成総額
第1回（平成20年度）
第2回（平成21年度）
第3回（平成22年度）
第4回（平成23年度）

グッドサポート大賞テーマ
部分非伸縮ニット技術による新規衣料の事業化
国内初の耳鼻科用検体採取機器の商品化
高性能・レアメタルフリー積層型圧電アクチュエータの開発
革新的高速混練造粒機の電池業界への製造・販売
新しい紙おむつ廃棄用テープの開発第5回（平成24年度）
発泡ウレタンを含浸したフラップホイールの開発事業第6回（平成25年度）

83先 11先 900万円
77先 7先 500万円
79先 9先 700万円
92先 9先 710万円
105先 9先 710万円
97先 10先 810万円

医療機器（構成小物）の新規加工技術構築第7回（平成26年度） 118先 10先 780万円

計

ファクトリー化による贈答品市場の需要獲得第８回（平成2７年度） ９3先 10先 ８１0万円
業界初がん新治療法のための発熱インプラントの試作開発第9回（平成28年度） 117先 10先 ８１0万円
高度医療機器・分析器材用に必要な超精密部品製造システムの構築第10回（平成29年度） 111先 12先 1,010万円

972先 97先 7,740万円

特別協賛 協　　賛 審査委員会
●国立大学法人奈良女子大学 ●国立奈良工業高等専門学校
●公立大学法人奈良県立大学 ●（公財）奈良県地域産業振興センター
●奈良県中小企業診断士会 ●奈良県商工会議所連合会
●奈良県商工会連合会 ●奈良県中小企業団体中央会
●奈良経済産業協会

●奈良県 ●国立大学法人奈良先端科学技術大学院大学　
●国立大学法人奈良女子大学             ●奈良新聞社　　　　　
●国立奈良工業高等専門学校              ●公立大学法人奈良県立大学 
●（公財）奈良県地域産業振興センター　●奈良県中小企業診断士会
●奈良県産業振興総合センター　　　　●奈良中央信用金庫  

子会社･子法人等株式
非上場株式

非上場その他の証券
合　　　　計

貸 出 金

169,038 169,958

484,961477,106

171,095

■ 自己資本の構成 （単位：百万円）

417 409

34,859

35,276 35,696
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35,287

13

項 　 目
平成30年3月末

経過措置による
不算入額

経過措置による
不算入額

コア資本に係る基礎項目

普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額

35,052 35,488自己資本の額（（イ）-（ロ））（ハ）

コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額

コア資本に係る基礎項目の額（イ）

コア資本に係る調整項目

無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るもの
を除く。）の額の合計額

前払年金費用の額

224 208コア資本に係る調整項目の額（ロ） 

自己資本

平成30年度9月末

7,729

186,458 192,211

194,187

7,729

199,940

リスク・アセット等

信用リスク・アセットの額の合計額

オペレーショナル・リスク相当額の合計額を8％で除して得た額

リスク・アセット等の額の合計額（ニ） 

自己資本比率（（ハ）/（ニ）） 18.05％ 17.74％

■ 自己資本比率の推移
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ならちゅうしん経営研究会
（ 昭和63年発足  会員企業数37社 ）

　ならちゅうしん経営研究会では様々な経営課題について月例会で
検討、研修や視察等を実施しています。例会回数も通算300回を超
えるなど、同研究会の歴史を物語っています。

企業経営に役立つセミナー、
視察等も実施しています。

ちゅうしんビジネスクラブ
（ 平成3年発足  会員企業数324社 ）

　お取引企業からの各種相談やニーズに対し専門の知識を有した職
員が親身に対応すると共に経営、金融、税務、ＩＴ、事業承継等に関する
タイムリーな情報提供も行っています。また、経営者の皆さま向けの
セミナーや講演会、経営者の奥様向けの視察研修も好評です。

お取引企業のニーズへの対応、
問題解決にお客様と一緒になり
取り組んでいます。

ちゅうしんサポートステーション
（ 平成17年設立 ）

　当金庫では、ビジネスフェアや商談会の開催によるマッチングのみ
ならず、イントラネット掲示板システムを活用して、営業担当者が聴取
した「販路を広げたい」「仕入先を探したい」「専門家に相談したい」…
といったお客様のニーズを繋げることで、経営課題のスピーディな解
決に努めています。

お客様から選ばれる金融機関として、
様々な顧客ニーズに的確に
対応することを目的に
平成１７年に設立しました。

お取引企業へのサポート活動

※会員相互のビジネスパートナー探し、販路の拡大等を目的として、
　ちゅうしんビジネスクラブ専用のホームページを開設しています。 http://www.shinkin.co.jp/businessclub/index.html
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124億円（7.3％）

運輸業、郵便業
44億円（2.6％）

金融業、保険業
13億円（0.8％）

個人
400億円（23.４％）

農業、林業他
3億円（0.1％）

不動産業
360億円（21.0％）

地方公共団体
283億円（16.5％）

製造業
180億円（10.5％）

当金庫のお取引企業で構成された異業種交流、研鑚組織である
｢ならちゅうしん経営研究会｣および｢ちゅうしんビジネスクラブ
（略称CBC）｣を中心に経営サポートを行っています。

※主に､創業以来69年間に亘って､毎年計上した利益等を
　コツコツと積み上げたものです。

このレポート作成に際しましては、原則として本決算と同様の方法で計数の集計を行っております。但し、
平成30年度上期末の償却・引当額は「金融再生法ベースの債権区分による開示」における簡便方法に
よる自己査定結果を反映させ、当金庫の基準により計上しております。

注記

■ 金融再生法ベースの債権区分による開示 （単位：百万円）

5,985 5,766

326 282

6,923 7,173

610 1,124

6,149 6,033

1,528 1,545

4,621 4,488

88.83％ 84.11％

66.39％ 57.55％

項 　 目 平成30年3月期

金融再生法ﾍﾞｰｽの債権区分の不良債権（A）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

要管理債権

保全額（B）

貸倒引当金（C）

担保・保証等（D）

保全率（B）／（A）　（％）

担保・保証等控除後債権に対する引当率（C）／（（A）―（D））（％）

平成30年9月期

（注）貸倒引当金は個別貸倒引当金及び要管理債権に対して計上している一般貸倒引当金の合計額です。
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※外部機関によるCSRの評価は裏表紙に掲載

当金庫のキャッシュカード・ICキャッシュカードを当金庫のATMで利用（入出金）された場合

外部機関によるCSRの評価 ・同じ事業で複数回受賞しているものは最新の年度を表示(※印)しています。

● 全国信用金庫協会
 ・ちゅうしんNPOローンの創設：信用金庫社会貢献賞 特別賞(平成14年)
 ・なら未来創造基金の創設：地域再生しんきん運動優秀賞(平成17年)
● 奈良県地域温暖化防止活動推進センター
 ・ヒマラヤ桜の植樹：地域環境貢献賞・匠の知恵(平成21年)
● 近畿財務局
 ・ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度：地域密着型金融顕彰(平成21年）
● 地域再生大賞実行委員会
 ・ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度：優秀賞(平成24年）

● 奈良県
 ・なら・みらい創造プロジェクト：社会貢献活動に対する感謝状(※平成30年)
● 奈良県社会福祉協議会
 ・チャリティーコンサート：チャリティー募金に対する感謝状(※平成26年)
● 公益社団法人なら犯罪被害者支援センター
 ・チャリティーコンサート：チャリティー募金に対する感謝状(※平成30年)
● 日本金融通信社
　・長年にわたる障がい者支援活動：２０１６年度ニッキン賞(平成29年)

●特定非営利活動法人　
グリーンスポーツ奈良

●やまと郡山環境を
 良くする市民の会
●特定非営利活動法人
日本こども支援協会

●特定非営利活動法人　
環境市民ネットワーク
天理

●高畑自然教室

第7回「なら・みらい創造プロ
ジェクト助成金贈呈式」
（村井副知事）（高田理事長）

平成30年度助成団体

●「田原本ぎおん祭り」（毎年7月）
●県内各市町村、商工会等のイベントへの協賛・協力（通年）

●共同募金協力型の飲料自動販売機の設置
●チャリティーコンサートの開催
（平成3年より）
　6月の「信用金庫の日」に時期をあわせ、
地元のホールにプロの音楽家を招きコン
サートを開催。
　平成30年度は、チャリティー募金を“日
本赤十字社奈良県支部”と“なら犯罪被害
者支援センター”へ寄贈しました。

「チャリティー募金贈呈式」
左／日赤奈良県支部・榎原事務局長
中／当金庫・高田理事長
右／なら犯罪被害者支援センター・
　　森田専務理事

●創立70周年記念定期預金通
帳のデザインを岸本亜矢子さ
ん（県立明日香養護学校卒）
に依頼、同時に顧客向けの
サービス品も同デザインで作
成しました。（6月）
定期預金発売にちなみ、総額
70万円の障がい者アート支
援寄付も行いました。（8月）　

●「特別支援学校
     アート展2018」に協賛
　  （8月/奈良県文化会館・9月/奈良県立医大附属病院）
　県内の特別支援学校の生徒さんの美術作品を一堂に
集めたアート展に協賛しました。

●奈良県内の特別支援学校等との交流推進
・生徒さんがクリーンキャンペーンに参加（平成２４年～）　 　　
・生徒さんが「ならちゅうしん経営研究会」総会の受付を担当（平成２５年～）
・生徒さんのアート作品展を本店ロビーで開催 （平成２５年～）

創立70周年記念定期預金通帳

障がい者アート支援寄付贈呈式
　　　　奈良県立医大病院にて

●奈良県立医大「医療・就労・アートをつなぐフォーラム
2018」に特別協賛しました。（9月）

●「ちゅうしんカレッジ講座」（例年11月）

間　寛平氏（平成29年度講師）   角  淳一  氏（平成28年度講師） 
辰巳 琢郎 氏（平成27年度講師）   小倉 智昭 氏（平成26年度講師）

最近の講師

　今回で26回目を迎えた「ちゅうしんカレッジ講座」は、作家の竹田恒泰
氏をお招きし、大盛況となりました。(平成30年11月16日）

●全役職員が認知症サポーター養成講座を受講(平成23年度～ )

●「あいサポーター研修」を受講(平成25年度)

●平成30年度「不当要求防止責任者講習」の実施
　 (平成30年9月11日)
　反社会的勢力への取組強化の一環として警察関係機関と連携して
営業店長を対象とした「不当要求防止責任者講習」を実施しました。こ
れまでの受講者数は延べ377名となりました。

●「クリーンキャンペーン」
（平成１６年度～）
　全店から多くの役職員が休日に集まり、
地元の市・町への感謝の気持ちを込め
て支店所在地の周辺地域の清掃活動を
実施しています。

　吉野川の源流にある川上村が取り組んでおられる水源環境保全事
業に協力し、当金庫の役職員が大滝ダム周辺の白屋地区に山桜や紅葉
など十数種類の幼木を植樹。県内の水源保全･景観保全のための地域
貢献活動を展開しています。
※この植樹活動の原資は「なら・ちゅうしん基金」で賄われています。

●川上村での植樹活動（平成27年度～）

●「使用済み切手の収集」（通年）
●クールビズの実施（毎年5～10月）

●再生可能エネルギーの普及促進（平成２６年度～）
　再生可能エネルギーの普及を目指す(一社)地域未来エネルギー奈良
の活動に賛同し、太陽光発電施設への出資や人的参画も行っています。
　恋の窪未来発電所＠ならコープ　平成29年度年間発電量 57,374Kwh

ＮＰＯやボランティア団体のサポート チャリティー

カルチャー

地域行事・まちおこし行事

障がいのある人たちへの支援

その他

環境保護・リサイクル

●「なら・ソーシャルビジネス
　コンテスト」への参画（平成２３年度～）

●「なら・みらい創造プロジェクト」
（平成15年創設、24年リニューアル）
　奈良ＮＰＯセンターと協働で奈良を
元気に活性化するコミュニティファンド
“なら･未来創造基金”を平成15年に創
設し、23年度までの９年間に57団体に
対して、1,300万円の活動資金や研究
資金をサポートしてきました。平成24年
度からは奈良県の地域貢献サポート基
金のスキームを活用し、地元のＮＰＯや
ボランティア団体を応援する「なら･み
らい創造プロジェクト」として実施、毎
年５つの団体に各 ２々０万円をサポート
し、平成15年度からの通算で16年間に
92団体に2,000万円をサポートしてい
ます。
※「なら・みらい創造プロジェクト」の原資は「な
ら・ちゅうしん基金」で賄われています。

●「NPOローン」（平成12年創設）
　全国の信用金庫として初のNPO
法人向けの融資制度です。

●「なら・ちゅうしん基金」（平成13年設立）
　役職員個人と信用金庫本体からのマッ
チングギフト方式で拠出金を積み立て、
各方面の社会貢献に役立てています。

地域社会の活性化に貢献できますよう、
積極的にさまざまな活動に取り組んでいます

平 成 3 0 年 度 上 期 の 主 な で き ご と（平成30年4月～9月）
4.2 「ちゅうしん70周年記念つみたて」を発売しました。

4.17 お取引企業を対象に新入社員セミナーを実施しました。参加人数：30名

6.1 夏の定期キャンペーンとして「夏トク定期預金70th」を発売しました。岸本亜矢子さん（明日香
養護学校卒）デザインの通帳を作成しました。

6.4 田原本町の道の駅「レスティ唐古・鍵」に町の公式キャラクター「タワラモトン」の石像を寄贈しま
した。(写真❶)

6.9 第26回ちゅうしんチャリティーコンサートを開催し、その募金を6月13日に“日本赤十字社奈良
県支部”と“なら犯罪被害者支援センター”へ寄贈しました。出演：サーカス

6.18 第69期通常総代会を開催しました。

6.22 ちゅうしんビジネスクラブCBC企業視察（関ヶ原石材（株））を実施しました。
参加人数：64名

7.12 第7回「なら・みらい創造プロジェクト」の助成5団体が決定し、助成金の贈呈式がありました。

7.18 ならちゅうしん経営研究会総会を開催しました。また、総会受付の仕事を養護学校の生徒さん3
名に手伝っていただきました。

7.21 NPO法人奈良不動産専門家協会との共催による「不動産無料相談会」を開催しました。

7.21～22 田原本ぎおん祭で「ちゅうしんの夕べ」と「ちびっこ広場」を開催しました。

7.24 次世代の経営者を対象に「第五期ちゅうしんビジネススクール」を開講しました。

7.27 CBC会員様向けに「事業引継ぎ」「改正事業承継税制」セミナーを開催しました。参加人数：29名

8.1 創立70周年記念定期預金発売にちなむ70万円の障がい者アート支援寄付の贈呈式を奈良県
立医大病院で行いました。

8.4～15 キラリと輝く「特別支援学校アート展2018」に特別協賛しました。

8.20～30 創立70周年記念感謝週間を設け、店頭で今治ポケットタオルをプレゼントしました。

8.23 創立70周年を迎えました。

9.1 奈良県立医大「医療・就労・アートをつなぐフォーラム2018」に特別協賛しました。

9.1 第11回ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度“グッドサポート”の募集を開始しました。

9.10～14 年金受給者を主な対象に「ワクワクバスツアー（岡山方面・鷲羽山吹上温泉）」を実施しました。
(写真❷)

9.11 反社会的勢力への取組強化の一環として、職員27名が「不当要求防止責任者講習」を受講しま
した。

9.15 創立70周年記念文化事業　劇団わらび座ミュージカル「KINJIRO！」を開催しました。
(写真❸)

9.28 知財ビジネスマッチング事業の会議を実施しました。
（参加企業：2社　参加者 近畿経済産業局他：8名）

❷ 9月10日～14日
　 ワクワクバスツアー
　 （岡山方面・鷲羽山吹上温泉）

❶ 6月4日
　 田原本町の道の駅「レスティ唐古・鍵」
　 公式キャラクター「タワラモトン」の
　 石像を寄贈

❸ ９月１5日
　 創立70周年記念文化事業
　 劇団わらび座ミュージカル
　 「KINJIRO！」
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　吉野川の源流にある川上村が取り組んでおられる水源環境保全事
業に協力し、当金庫の役職員が大滝ダム周辺の白屋地区に山桜や紅葉
など十数種類の幼木を植樹。県内の水源保全･景観保全のための地域
貢献活動を展開しています。
※この植樹活動の原資は「なら・ちゅうしん基金」で賄われています。

●川上村での植樹活動（平成27年度～）

●「使用済み切手の収集」（通年）
●クールビズの実施（毎年5～10月）

●再生可能エネルギーの普及促進（平成２６年度～）
　再生可能エネルギーの普及を目指す(一社)地域未来エネルギー奈良
の活動に賛同し、太陽光発電施設への出資や人的参画も行っています。
　恋の窪未来発電所＠ならコープ　平成29年度年間発電量 57,374Kwh

ＮＰＯやボランティア団体のサポート チャリティー

カルチャー

地域行事・まちおこし行事

障がいのある人たちへの支援

その他

環境保護・リサイクル

●「なら・ソーシャルビジネス
　コンテスト」への参画（平成２３年度～）

●「なら・みらい創造プロジェクト」
（平成15年創設、24年リニューアル）
　奈良ＮＰＯセンターと協働で奈良を
元気に活性化するコミュニティファンド
“なら･未来創造基金”を平成15年に創
設し、23年度までの９年間に57団体に
対して、1,300万円の活動資金や研究
資金をサポートしてきました。平成24年
度からは奈良県の地域貢献サポート基
金のスキームを活用し、地元のＮＰＯや
ボランティア団体を応援する「なら･み
らい創造プロジェクト」として実施、毎
年５つの団体に各 ２々０万円をサポート
し、平成15年度からの通算で16年間に
92団体に2,000万円をサポートしてい
ます。
※「なら・みらい創造プロジェクト」の原資は「な
ら・ちゅうしん基金」で賄われています。

●「NPOローン」（平成12年創設）
　全国の信用金庫として初のNPO
法人向けの融資制度です。

●「なら・ちゅうしん基金」（平成13年設立）
　役職員個人と信用金庫本体からのマッ
チングギフト方式で拠出金を積み立て、
各方面の社会貢献に役立てています。

地域社会の活性化に貢献できますよう、
積極的にさまざまな活動に取り組んでいます

平 成 3 0 年 度 上 期 の 主 な で き ご と（平成30年4月～9月）
4.2 「ちゅうしん70周年記念つみたて」を発売しました。

4.17 お取引企業を対象に新入社員セミナーを実施しました。参加人数：30名

6.1 夏の定期キャンペーンとして「夏トク定期預金70th」を発売しました。岸本亜矢子さん（明日香
養護学校卒）デザインの通帳を作成しました。

6.4 田原本町の道の駅「レスティ唐古・鍵」に町の公式キャラクター「タワラモトン」の石像を寄贈しま
した。(写真❶)

6.9 第26回ちゅうしんチャリティーコンサートを開催し、その募金を6月13日に“日本赤十字社奈良
県支部”と“なら犯罪被害者支援センター”へ寄贈しました。出演：サーカス

6.18 第69期通常総代会を開催しました。

6.22 ちゅうしんビジネスクラブCBC企業視察（関ヶ原石材（株））を実施しました。
参加人数：64名

7.12 第7回「なら・みらい創造プロジェクト」の助成5団体が決定し、助成金の贈呈式がありました。

7.18 ならちゅうしん経営研究会総会を開催しました。また、総会受付の仕事を養護学校の生徒さん3
名に手伝っていただきました。

7.21 NPO法人奈良不動産専門家協会との共催による「不動産無料相談会」を開催しました。

7.21～22 田原本ぎおん祭で「ちゅうしんの夕べ」と「ちびっこ広場」を開催しました。

7.24 次世代の経営者を対象に「第五期ちゅうしんビジネススクール」を開講しました。

7.27 CBC会員様向けに「事業引継ぎ」「改正事業承継税制」セミナーを開催しました。参加人数：29名

8.1 創立70周年記念定期預金発売にちなむ70万円の障がい者アート支援寄付の贈呈式を奈良県
立医大病院で行いました。

8.4～15 キラリと輝く「特別支援学校アート展2018」に特別協賛しました。

8.20～30 創立70周年記念感謝週間を設け、店頭で今治ポケットタオルをプレゼントしました。

8.23 創立70周年を迎えました。

9.1 奈良県立医大「医療・就労・アートをつなぐフォーラム2018」に特別協賛しました。

9.1 第11回ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度“グッドサポート”の募集を開始しました。

9.10～14 年金受給者を主な対象に「ワクワクバスツアー（岡山方面・鷲羽山吹上温泉）」を実施しました。
(写真❷)

9.11 反社会的勢力への取組強化の一環として、職員27名が「不当要求防止責任者講習」を受講しま
した。

9.15 創立70周年記念文化事業　劇団わらび座ミュージカル「KINJIRO！」を開催しました。
(写真❸)

9.28 知財ビジネスマッチング事業の会議を実施しました。
（参加企業：2社　参加者 近畿経済産業局他：8名）

❷ 9月10日～14日
　 ワクワクバスツアー
　 （岡山方面・鷲羽山吹上温泉）

❶ 6月4日
　 田原本町の道の駅「レスティ唐古・鍵」
　 公式キャラクター「タワラモトン」の
　 石像を寄贈

❸ ９月１5日
　 創立70周年記念文化事業
　 劇団わらび座ミュージカル
　 「KINJIRO！」


